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１． ビジネスモデル仮説検証の目的 

 ユニバーサル核酸の予想代謝産物の生物活性・毒性の試験による医薬用途の方向性を定め

る。ユニバーサル核酸を製造するためのビルディングブロックを開発することにより、顧客の望む

オリゴヌクレオチドを合成できることを実証する。余力があれば、ユニバーサル核酸が顧客の望む

薬効が得られることを検証し、診断薬・治療薬・ツールの事業化が可能か検証する。 

 

２． ビジネスモデル仮説検証の概要 

 ユニバーサル核酸の予想代謝産物の生物活性試験を実施し、毒性が極めて低いことが確認さ

れた（１００％）。ユニバーサル核酸を製造するためのビルディングブロックを開発することに成功し

た（１００％）、顧客の望むオリゴヌクレオチドを合成できることを実証できた（５０％）。ユニバーサル

核酸が顧客の望む薬効が得られることを検証するまでは至らなかった（０％）。 

 

３． 総合所見  

顧客理解や市場理解を通して課題を明確化し、事業化におけるＡＩ技術の有効性を発見した点、

事業化に必要なネットワーク構築やチームアップの準備を着実に進めた点、及び事業化を見据え

た共同研究を開始している点を評価する。引き続き、事業化に向けた活動の継続を期待する。 
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